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宮
沢
賢
治
と
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉 

―
暁
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容
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野
に
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め
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理
由
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［略 歴］ 

年  齢  59歳 

住  所  新潟県上越市在住 

経  歴  筑波大学大学院博士後期課程単位取得退学。 

      北海道教育大学函館分校（現函館校）講師・助教授、上越教育大学

助教授を経て、現在、上越教育大学大学院教授。この間、附属中学

校長、副学長、を歴任。日本古典文学、特に中世隠者文学、説話文

学を専攻。 

主 論 文  『西行 長明 受容と生成』（単著、勉誠出版、2005年12月） 

      『人と文学 兼好』（単著、勉誠出版、2005年７月） 

      「漱石と方丈記」（『日本文学』1983） 

      「芥川『好色』と平中好色説話」（『国語と国文学』1986） ほか。 

 

［応募動機及びコメント］ 

 『暁烏敏全集』（凉風学舎）第20巻・扉写真の、暁烏敏師のお顔が好きである。

示寂される一年前（昭和28年、77歳）の撮影で、すでに視力を失われてからのも

の、両のまぶたを穏やかに閉じられ、口元はキリッと、鼻筋はまっすぐに、弥陀

仏のお顔そのものである。その人の名を冠した賞を頂戴する幸運を思い、ただ感

謝の念をふかくするのみである。特別な節電の年の酷暑の夏に、「汗水流して」書

きあげたものなので、思い入れも深い。日本の「３・11」に心を痛める、世界の

多くの人々の「心の深部」の〈まこと〉は、暁烏敏の〈まこと〉、宮沢賢治の〈ま

こと〉に通底していると思っている。 



 

〔
梗 

概
〕 

 

【
目
的
】 
本
稿
は
、
賢
治
の
宗
教
的
思
想
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
暁
烏
敏
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
賢
治
の
思
想
形
成
に
つ
い
て

再
検
討
し
、
賢
治
の
文
学
が
我
々
に
何
を
語
り
か
け
て
く
る
の
か
、
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

【
方
法
】 

具
体
的
に
は
、
①
ま
ず
、
賢
治
が
、
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
を
、
ど
う
読
み
、

真
宗
の
信
仰
を
ど
う
理
解
し
た
か
、
「
自
利
・
利
他
」
の
観
点
か
ら
述
べ
る
。
②
次
に
、
国
柱

会
・
田
中
智
学
の
文
芸
観
に
、
賢
治
が
ど
う
立
ち
向
か
っ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
③
最

後
に
、
賢
治
の
文
学
を
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
と
い
う
概
念
で
捉
え
か
え
し
、
賢
治
の
文
学
が

現
代
に
問
い
か
け
て
く
る
も
の
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。 

【
結
果
】 

そ
の
結
果
、
次
の
諸
点
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。 

 

①
、
大
正
五
年
（
賢
治
二
〇
歳
）
頃
ま
で
は
、
賢
治
に
お
け
る
真
宗
ま
た
『
歎
異
抄
』
と

の
親
和
性
は
高
か
っ
た
。
賢
治
は
、
暁
烏
敏
か
ら
父
政
次
郎
に
送
ら
れ
た
『
歎
異
抄
講
話
』

を
読
み
、
よ
く
理
解
し
た
。
だ
が
、
真
宗
が
「
往
相
廻
向
」
（
＝
自
己
の
救
済
）
の
側
面
を
強

く
押
し
出
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
た
め
、
「
衆
生
済
度
」
と
い
う
〈
利
他
〉
（
＝
他
者
の
救

済
）
に
重
き
を
置
い
て
い
た
賢
治
に
は
、
真
宗
が
「
あ
き
た
ら
ず
」
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

②
、
賢
治
は
、
田
中
智
学
（
ま
た
日
蓮
）
の
「
不
惜
身
命
」
に
ひ
か
れ
、
国
柱
会
入
会
と

共
に
智
学
へ
の
「
絶
対
服
従
」
を
誓
っ
た
が
、
文
学
行
為
の
上
に
お
い
て
は
「
断
ジ
テ
教
化

ノ
文
学
タ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
信
念
を
貫
き
、
「
妙
宗
教
化
の
述
作
」
を
主
張
す
る
智
学
へ

の
文
学
的
抵
抗
を
果
た
し
て
い
た
。 

 

③
、
賢
治
が
書
こ
う
と
し
た
も
の
は
、
「
教
化
の
文
学
」
で
は
な
く
、
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉

で
あ
っ
た
。
賢
治
は
そ
れ
を
、
〈
ま
こ
と
〉
と
い
う
や
ま
と
こ
と
ば
（
概
念
）
で
表
現
し
た
た

め
、
多
義
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
賢
治
に
お
け
る
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉

と
は
、
〈
「
仏
」

ま
こ
と

「
真
理

ま

こ

と

」
「
道
」

ま
こ
と

「
善
」

ま
こ
と

「
信
」

ま
こ
と

「
物
語
の
現
実

ま

こ

と

」
〉
を
多
義
的
に
含
み
込

ん
だ
文
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
今
社
会
の
経
済
至
上
主
義
と
効
率
主
義
の
加
速
度
的
進
行

に
抗
し
て
、
我
々
に
深
い
問
い
か
け
と
反
省
を
う
な
が
し
て
い
る
。 

 
 
 

は
じ
め
に 

  

た
と
え
ば
、「
ま
こ
と
の
み
ん
な
の
さ
い
は
ひ
の
た
め
に
」
と
、
賢
治
童
話
の
登
場

人
物
は
、
い
う
。
「
あ
な
た
の
為
な
ら
、
私
な
ん
か
百
ぺ
ん
で
も
死
に
ま
す
。
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
ば
も
発
し
た
り
す
る
。
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
、
何
だ
ろ
う
。 

 

我
々
は
、
賢
治
童
話
の
登
場
人
物
の
こ
と
ば
に
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
と

ま
ど
い
を
覚
え
る
。
こ
れ
は
何
か
。
こ
れ
は
、
賢
治
か
ら
我
々
へ
の
問
い
か
け
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
、
我
々
は
、
賢
治
が
生
き
よ
う
と
し
た
思
想
へ
の
〈
共

感
〉
あ
る
い
は
〈
違
和
〉
を
感
じ
と
り
つ
つ
、
賢
治
の
思
想
的
基
盤
、
思
想
形
成
の

道
筋
を
理
解
し
た
い
と
い
う
思
い
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
稿
で
は
、
賢
治
の
宗
教
的
・
思
想
的
基
盤
に
何
が
あ
り
、
賢
治
の
文
学
が
何
を

語
り
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
な
り
と
も
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
と

く
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
暁
烏
敏
の
受
容
に
焦
点
を
あ

て
、
賢
治
の
思
想
的
基
盤
の
一
端
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
、
以
下

の
よ
う
な
手
順
を
ふ
む
。 

 

①
、
大
正
元
年
（
賢
治
一
六
歳
）
、
『
歎
異
抄
』
に
よ
せ
た
と
い
う
賢
治
の
「
全
信
仰
」

と
は
、
何
だ
っ
た
の
か
。
具
体
的
に
は
、
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』（
＊
注
一
）

を
、
賢

治
は
ど
う
読
み
、
真
宗
を
ど
う
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

②
、
大
正
七
年
（
賢
治
二
二
歳
）
以
降
に
顕
著
な
、
法
華
経
お
よ
び
日
蓮
系
の
思
想

（
国
柱
会
田
中
智
学
主
義
）
へ
の
傾
倒
は
、
何
だ
っ
た
の
か
。
大
正
九
年
（
賢
治
二
四
歳
）
、

国
柱
会
入
会
と
と
も
に
宣
言
し
た
田
中
智
学
へ
の
「
絶
対
服
従
」
の
な
か
で
、
賢
治

は
、
田
中
智
学
主
義
の
文
芸
観
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
き
た
か
。
賢
治
の
文
学
行
為
に

お
け
る
反
・
智
学
の
側
面
に
ふ
れ
て
み
た
い
。 

 

③
、
最
後
に
、
以
上
の
①
、
②
の
検
討
を
う
け
て
、
〈
宗
教
的
寛
容
〉
の
な
か
に
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
賢
治
の
文
学
の
一
側
面
を
、
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
と
い
う
概
念
で
と
ら

え
か
え
し
て
み
た
い
。
賢
治
の
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
は
、
我
々
に
何
を
問
い
か
け
て

い
る
だ
ろ
う
か
。 



 

 
（
な
お
、
賢
治
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
ち
く
ま
文
庫
版
『
宮
沢
賢
治
全
集
』（
全
一
〇
冊
）

に
よ
る
）。 

  
 
 

一
、
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
と
賢
治 

  

宮
沢
賢
治
の
幼
少
年
期
、
彼
を
取
り
ま
く
宗
教
的
環
境
は
、
す
で
に
浄
土
真
宗
に

あ
っ
た
。
三
歳
の
頃
、
賢
治
は
、
伯
母
の
ヤ
ギ
が
唱
え
る
親
鸞
の
「
正
信
偈
」
や
蓮

如
の
「
白
骨
の
御
文
章
」
を
一
緒
に
唱
え
た
と
い
う
（
『
堀
尾
年
譜
』
二
一
頁
）（
＊
注
二
）
。

三
歳
の
賢
治
が
、
「
無
量
寿
如
来
に
帰
命
し
、
不
可
思
議
光
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
」

（
「
正
信
偈
」
）
と
い
う
文
句
や
、
「
朝
ニ
ハ
紅
顔
ア
リ
テ
、
夕
ニ
ハ
白
骨
ト
ナ
レ
ル
身

ナ
リ
」（
「
白
骨
の
御
文
章
」
）
と
い
う
文
句
の
意
味
内
容
を
当
時
に
お
い
て
正
確
に
理
解

し
え
た
と
は
思
え
な
い
。
だ
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
反
芻
は
、
賢
治
幼
少
年
期
の
浄
土

真
宗
と
い
う
宗
教
的
環
境
を
、
賢
治
自
身
が
そ
う
と
は
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
彼
の
心

の
深
部
に
仕
舞
い
こ
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

 

そ
れ
を
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
後
年
、
「
無
意
識
の
称
名
」
が
告
白
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
五
年
（
賢
治
一
六
歳
）
、
修
学
旅
行
中
に
単
独
行
を
許
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
、

父
政
次
郎
に
こ
う
書
き
送
る
。 

「
夕
暮
、
確
か
な
る
宛
も
無
き
一
漁
村
に
至
る
道
、
小
生
は
、
淋
し
さ
に
堪
へ

兼
ね
申
し
候 

無
意
識
に
小
生
の
口
に
称
名
の
起
り
申
し
候
」（
明
治
四
五
・
五
・

三
〇
、
父
宛
書
簡
四
、
全
集
九
・
一
九
頁
） 

 

そ
し
て
、
こ
の
半
年
後
に
、『
歎
異
抄
』
へ
の
信
仰
が
告
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
賢

治
の
日
常
生
活
や
思
想
動
向
を
心
配
す
る
父
に
宛
て
、
賢
治
は
、
次
の
よ
う
に
書
き

送
っ
た
。 

「
御
心
配
御
無
用
に
候 

小
生
は
す
で
に
道
を
得
候
。
歎
異
抄
の
第
一
頁
を
以

て
小
生
の
全
信
仰
と
致
し
候
。
も
し
尽
く
を
小
生
の
も
の
と
な
し
得
ず
と
す
る

も
、
八
分
迄
は
会
得
申
し
候 

念
仏
も
唱
へ
居
り
候
。」（
大
正
元
・
一
一
・
三
、
父

宛
書
簡
六
、
全
集
九
・
二
四
頁
） 

 

『
歎
異
抄
』
の
名
は
こ
こ
に
初
め
て
出
る
。
こ
の
賢
治
の
信
仰
告
白
に
、
嘘
は
あ

る
ま
い
。
「
無
意
識
下
」
の
信
仰
が
、
こ
こ
に
言
語
化
（
＝
意
識
化
）
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

で
は
、
な
ぜ
、
『
歎
異
抄
』
で
あ
っ
た
か
。 

 

「
宮
沢
政
次
郎
書
簡
集
」（
＊
注
三
）

は
、
父
・
政
次
郎
と
暁
烏
敏
と
の
親
交
を
示
し

て
、
『
歎
異
抄
』
と
賢
治
を
結
び
つ
け
る
。 

 

政
次
郎
を
中
心
に
花
巻
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
仏
教
講
習
会
」（
＊
注
四
）

の
、
明
治

三
九
年
の
講
師
は
、
暁
烏
敏
で
あ
っ
た
。
政
次
郎
は
、
そ
の
年
（
明
治
三
九
）
、
東
京

に
暁
烏
敏
を
訪
れ
、
「
夏
期
仏
教
講
習
会
」
の
講
師
を
懇
請
し
、
敏
は
承
諾
す
る
（
政

次
郎
書
簡
一
・
栗
原
注
（
４
）
、
二
四
七
頁
）
。
「
御
講
話
ハ
一
四
日
ノ
午
后
ヨ
リ
願
上
度
都

合
ニ
御
座
候
」（
明
治
三
九
・
七
・
七
、
政
次
郎
書
簡
二
、
二
四
八
頁
）
と
い
う
要
請
に
応
え

て
、
暁
烏
敏
は
現
地
に
赴
く
。
こ
の
時
、
暁
烏
敏
が
お
こ
な
っ
た
講
話
内
容
は
、
『
歎

異
抄
』
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
（
政
次
郎
書
簡
二
・
栗
原
「
補
注
」
、
二
四
九
頁
）
。 

 

一
〇
歳
の
賢
治
は
、こ
の
明
治
三
九
年
の
暁
烏
敏
講
話
の
際
、
「
侍
童
の
役
を
命
じ

ら
れ
」
て
暁
烏
敏
の
傍
ら
に
い
た
（
『
堀
尾
年
譜
』
二
九
頁
）
。
敏
は
、
「
夜
、
政
次
郎
長

男
賢
治
（
十
一
歳
）
同
甥
豊
蔵
（
九
歳
）
直
次
同
従
弟
嘉
助
と
、
小
児
と
な
り
て
遊
」

ん
だ
（
政
次
郎
書
簡
二
・
栗
原
「
補
注
」
、
二
四
九
頁
）
。
子
供
た
ち
は
、
暁
烏
敏
に
親
し
み

と
好
感
を
も
っ
て
接
し
、
敏
ま
た
童
心
に
帰
っ
て
遊
ぶ
、
と
い
う
暁
烏
敏
の
徳
性
を

示
す
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
成
す
（
＊
注
五
）
。
賢
治
も
ま
た
敏
に
親
し
み
を
抱
い
た
こ
と
は

疑
え
な
い
。 

 
そ
れ
か
ら
五
年
後
、
明
治
四
四
年
（
賢
治
一
五
歳
）
四
月
、
暁
烏
敏
か
ら
政
次
郎
に

新
著
『
歎
異
抄
講
話
』
が
恵
送
さ
れ
た
（
政
次
郎
書
簡
三
九
、
二
七
九
頁
）
。
つ
ま
り
、

賢
治
が
、
例
の
「
歎
異
抄
の
第
一
頁
を
以
て
小
生
の
全
信
仰
と
致
し
候
」（
大
正
元
年

一
一
月
）
と
書
き
付
け
る
以
前
、こ
の
著
書
を
暁
烏
敏
へ
の
親
し
み
と
共
に
読
み
、
『
歎

異
抄
』
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
大
正
四
年
（
賢
治
一
九
歳
）
に
は
、
八
月
一
日
か
ら
七
日
の
一
週
間
、
賢

治
は
、
盛
岡
の
願
教
寺
で
開
か
れ
た
島
地
大
等
に
よ
る
「
歎
異
抄
法
話
」
を
聞
く
熱



 

心
さ
で
あ
っ
た
（
『
堀
尾
年
譜
』
六
〇
頁
）
。
島
地
大
等
と
は
、
か
の
『
漢
和
対
照 

妙

法
蓮
華
経
』
を
著
し
た
人
物
、
賢
治
は
、
大
正
三
年
（
一
八
歳
）
、
こ
の
著
を
読
ん
で

「
異
常
な
感
動
を
受
け
」
「
生
涯
の
信
仰
を
こ
こ
に
定
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
る

も
の
だ
が
（
『
堀
尾
年
譜
』
五
五
頁
）（
＊
注
六
）
、
島
地
大
等
そ
の
人
は
、
浄
土
真
宗
西
本
願

寺
派
の
学
僧
、
盛
岡
願
教
寺
の
住
職
で
あ
り
、
西
本
願
寺
派
の
奥
羽
布
教
監
・
島
地

黙
雷
の
法
嗣
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
大
正
五
年
四
月
四
日
の
賢
治
書
簡
に
は
、
「
汽

車
」
の
中
で
出
会
っ
た
「
島
津
大

（
マ
マ
）

等
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
昨
日
、
大
等
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
」（
高
橋
秀
松
宛
書
簡
一
五
、
三
二
頁
）
と
あ
る
な
ど
、
賢

治
は
こ
の
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の
学
僧
・
島
地
大
等
に
「
敬
愛
の
念
」
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
＊
注
七
）
。 

 

こ
う
し
て
、
賢
治
に
お
け
る
真
宗
ま
た
『
歎
異
抄
』
と
の
親
和
性
は
、
存
外
に
高

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
賢
治
は
、
法
華
経
信
仰
に

急
速
に
傾
い
て
い
く
。
賢
治
に
お
い
て
、
真
宗
ま
た
『
歎
異
抄
』
は
、
何
だ
っ
た
の

か
。 

  
 
 

二
、
「
あ
き
た
ら
ず
思
ひ
ま
す
」 

  

賢
治
の
『
法
華
経
』
へ
の
顕
著
な
傾
斜
は
、
大
正
七
年
（
賢
治
二
二
歳
）
に
は
じ
ま
っ

て
い
る
（
＊
注
八
）
。 

 

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
賢
治
の
法
華
経
信
仰
へ
の
傾
斜
を
、
父
・
政
次
郎
と
の
確

執
、
「
家
業
（
質
屋
、
古
着
商
）
」
の
継
承
へ
の
嫌
悪
、
「
長
男
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す

る
桎
梏
か
ら
の
解
放
、
な
ど
に
求
め
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
。 

「
賢
治
の
〈
法
華
経
〉
と
の
出
会
い
が
ほ
と
ん
ど
運
命
的
な
も
の
と
し
て
賢
治

に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、な
に
よ
り
も
ま
ず
、
そ
れ
が
賢
治
の
意
識
の
深
部
の
〈
家
〉

か
ら
の
解
放
欲
求
に
よ
り
し
ろ
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
＊
注
九
） 

 

こ
こ
に
は
、
家
と
父
か
ら
の
離
反
、
そ
れ
が
浄
土
真
宗
離
れ
で
あ
る
、
と
い
う
ふ

く
み
が
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
法
華
経
で
あ
り
、
賢
治
の
真
宗
理
解
が
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
が
、
明
確
で
は
な
い
。 

 

信
仰
教
義
上
の
問
題
と
し
て
み
る
と
き
、
賢
治
の
大
正
七
年
は
、
〈
家
〉
の
宗
教
た

る
浄
土
真
宗
の
あ
り
方
が
、〈
物
足
り
な
く
〉
思
わ
れ
て
い
る
。 

「
私
の
家
に
は
一
つ
の
信
仰
が
満
ち
て
ゐ
ま
す
。
私
は
け
れ
ど
も
そ
の
信
仰
を

あ
き
た
ら
ず
思
ひ
ま
す
」（
大
正
七
・
六
・
二
〇
前
後
・
保
阪
宛
書
簡
七
四
、
一
一
六
頁
） 

と
賢
治
が
言
う
の
は
、
な
ぜ
か
。 

 

『
歎
異
抄
』
第
一
節
冒
頭
の
「
弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
、

往
生
を
ば
と
ぐ
る
な
り
と
信
じ
て
、
念
仏
ま
を
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
心
の
発お

こ

る
と
き
、

す
な
は
ち
摂せ

っ

取し
ゅ

不ふ

捨し
ゃ

の
利り

益や
く

に
あ
づ
け
し
め
た
ま
ふ
な
り
。
」
を
、
暁
烏
敏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
釈
し
た
。 

「
私
ど
も
は
こ
の
仏
力
他
力
に
た
す
け
ら
れ
て
往
生
を
と
ぐ
る
の
で
あ
る
。
往

生
と
は
仏
の
御
国
に
往
く
こ
と
な
り
、
生
ま
る
る
こ
と
な
り
。
…
…
い
か
よ
う

な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
仏
力
住
持
し
て
大
安
慰
の
境
に
、
す
な
わ
ち
仏
の
境
界

に
導
き
給
う
に
ま
ち
が
い
は
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
一
段
の
大
意
で
あ
る
。
」

（
『
歎
異
抄
講
話
』
四
六
頁
） 

 

ま
た
、
右
に
続
く
「
弥
陀
の
本
願
に
は
、
老
少
善
悪
の
人
を
選
ば
ず
、
た
だ
信
心

を
要
と
す
と
知
る
べ
し
」
の
句
に
つ
い
て
も
、
暁
烏
敏
は
、
次
の
よ
う
に
釈
し
た
の

で
あ
っ
た
。 

「
こ
の
一
句
、
『
涅
槃
経
』
の
「
一
切
衆
生
悉
く
仏
性
を
有
す
」
の
文
、
『
華
厳

経
』
の
「
奇
な
る
か
な
奇
な
る
か
な
一
切
衆
生
如
来
の
智
慧
徳
相
を
具
す
」
と

い
う
文
の
哲
学
的
汎
神
論
的
義
相
を
し
ご
く
手
近
く
宗
教
的
に
い
い
あ
ら
わ
し

た
も
の
で
、
こ
の
一
句
に
釈
尊
一
代
の
説
教
が
摂
め
ら
れ
て
お
る
と
い
う
て
よ

い
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
五
二
頁
） 

 

こ
れ
以
下
、
詳
細
に
展
開
さ
れ
る
暁
烏
敏
の
『
歎
異
抄
講
話
』
を
通
じ
て
、
賢
治

は
、
浄
土
真
宗
・
他
力
易
行
門
の
信
仰
を
よ
く
知
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賢
治
は
、
い
う
。 

「
私
の
信
ず
る
ご
と
く
ば
今
の
時
念
仏
し
て
一
人
か
生
死
を
離
る
べ
き
や
」（
父



 

宛
書
簡
四
四
、
六
三
頁
） 

 

父
に
宛
て
た
こ
の
こ
と
ば
（
大
正
七
・
二
・
二
）
に
は
、
他
力
易
行
門
の
現
実
的
効

力
の
欠
如
感
が
語
ら
れ
、
応
じ
て
、
自
力
聖
道
門
へ
の
願
望
が
潜
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
の
か
。 

 

政
次
郎
の
暁
烏
敏
宛
書
簡
（
明
治
三
九
・
九
・
三
〇
）
に
、
政
次
郎
の
信
仰
内
容
が
示

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。 

「
日
々
夜
々
ノ
行
動
妄
念
如
何
ニ
无
明
ノ
酔
ノ
強
キ
モ
ノ
カ
愚
病
ノ
我
々
ハ
手

モ
付
ケ
ラ
レ
ヌ
次
第
ニ
候 
境
ハ
心
ヲ
移
ス
モ
ノ
カ
弱
キ
モ
ノ
ニ
候 

ア
ラ
ヒ

ザ
ラ
ヒ
発
イ
テ
見
テ
モ
名
利
ノ
悪
妄
念
ナ
ラ
デ
ハ
ナ
キ
我
ニ
折
々
御
名
ノ
称
ヘ

ラ
ル
ル
モ
不
思
議
ニ
候
」（
政
次
郎
書
簡
八
、
二
五
四
頁
） 

 

問
題
関
心
が
「
こ
の
私
」
つ
ま
り
「
自
己
の
救
済
」
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

お
そ
ら
く
、
賢
治
に
は
、
家
の
宗
教
た
る
真
宗
が
、
「
往お

う

相そ
う

廻
向
」（
＝
衆
生
が
仏
の

こ
と
ば
を
聞
き
、
〈
仏
〉
の
境
界
に
到
達
す
る
過
程
。
す
な
わ
ち
「
自
己
の
救
済
」
）
で
語
ら
れ
、

〈
利
他
〉
と
し
て
の
「
還げ

ん

相そ
う

廻
向
」（
＝
〈
仏
〉
の
境
界
に
達
し
た
衆
生
が
、
今
度
は
仏
と
し

て
利
他
教
化
を
お
こ
な
う
過
程
。
す
な
わ
ち
「
他
者
の
救
済
」
）
が
つ
よ
く
主
題
化
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
、
と
い
う
実
態
に
み
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
（
＊
注
一
〇
）
。
家
で
も
、
父
と

子
と
の
法
論
の
場
で
の
議
論
内
容
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
と
推
し
量
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
〈
自
利
・
利
他
〉
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
る
。 

  
 
 

三
、
「
自
利
・
利
他
」
の
問
題 

  

賢
治
に
は
、「
自
己
の
救
済
」
よ
り
以
上
に
「
衆
生
の
済
度
」
と
い
う
こ
と
が
つ
よ

く
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
一
〇
年
（
賢
治
二
五
歳
）
、
賢
治
は
友
人
に
呼
び
か
け
る
。 

「
ま
ず
は
心
は
兎
に
も
あ
れ
」（
大
正
一
〇
・
一
・
中
旬
、
保
阪
宛
書
簡
一
八
一
、
二
四

九
頁
、
傍
線
原
文
） 

 

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
〈
焼
身
に
よ
る
衆
生
済
度
〉
で
あ
る
（
＊
注
一
一
）
。
ま
た
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
も
い
う
。 

「
憐
れ
な
衆
生
を
救
は
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」（
同
右
書
簡
、
二
五
〇
頁
） 

「
我
等
と
衆
生
と
無
上
道
を
成
ぜ
ん
、
こ
れ
を
ど
こ
迄
も
進
み
ま
せ
う
」（
大
正

一
〇
・
一
・
三
〇
、
保
阪
宛
書
簡
一
八
六
、
二
五
六
頁
） 

 

な
ぜ
、
「
憐
れ
な
衆
生
を
救
は
う
」
な
の
か
。
「
衆
生
済
度
」
の
た
め
に
「
如
来
の

教
誡
に
精
を
出
す
の
が
求
法
者
」
だ
、
と
い
う
『
法
華
経
』
の
精
神
に
か
な
う
か
ら

で
あ
る
（
＊
注
一
二
）
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
賢
治
の
〈
他
者
の
た
め
に
〉
と
い
う
志
向
性
に

響
き
合
う
か
ら
で
あ
る
（
＊
注
一
三
）
。 

 

し
か
し
、
「
衆
生
済
度
」
を
い
う
の
は
、
『
法
華
経
』
ば
か
り
で
は
な
い
。『
歎
異
抄
』

に
も
流
れ
て
い
る
大
乗
の
「
自
利
・
利
他
」
の
思
想
を
、
賢
治
は
、
ど
う
受
け
止
め

た
ろ
う
か
。 

 

『
歎
異
抄
』
第
四
節
「
慈
悲
に
聖
道
・
浄
土
の
か
は
り
め
あ
り
。
…
…
浄
土
の
慈

悲
と
い
ふ
は
」
を
釈
し
て
、
暁
烏
敏
は
、
い
う
。 

「
ま
ず
自
分
が
絶
対
無
碍
の
仏
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
分
が
仏
の
境
界
に

な
っ
た
な
ら
ば
、
仏
は
無
碍
自
在
の
力
を
有
し
給
う
も
の
な
れ
ば
、
思
う
ま
ま

に
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
一
四
三
頁
） 

 

ま
た
、
第
五
節
「
一
切
の
有
情
は
み
な
も
て
世
々
生
々
の
父
母
兄
弟
な
り
。
い
づ

れ
も
い
づ
れ
も
こ
の
順
次
生
に
仏
に
な
り
て
た
す
け
さ
ふ
ら
う
べ
き
な
り
。
」
に
つ
い

て
の
釈
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

「
今
生
に
お
け
る
私
ど
も
の
小
さ
な
心
の
働
き
で
、
と
う
て
い
孝
養
も
で
き
が

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
／
ゆ
え
に
順
次
生
す
な
わ
ち
こ
の
次
の
生
に
は
、
如
来

の
御
力
に
よ
り
て
仏
と
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
思
う
ま
ま
に
孝
養
も
尽
く

さ
る
る
で
あ
ろ
う
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
一
五
三
頁
） 

 

い
わ
ゆ
る
親
鸞
の
「
還げ

ん

相そ
う

廻
向
」
で
あ
る
。
だ
が
、
賢
治
に
は
、
「
順
次
生
す
な
わ

ち
こ
の
次
の
生
」
に
お
い
て
な
さ
れ
る
「
衆
生
済
度
」
で
は
〈
遅
い
〉
と
解
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
弥
陀
の
本
願
た
る
「
摂
取
不
捨
」
の
思
想
に
寄
り
掛
か
り
き

れ
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
ま
た
、
『
歎
異
抄
』
「
総
結
」
に
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
一
句
が
、
あ
る
。 



 

「
聖
人
の
つ
ね
の
仰

お
ほ
せ

に
は
、
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、

ひ
と
へ
に
親
鸞
一い

ち

人に
ん

が
た
め
な
り
け
り
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
五
三
三
頁
） 

 

こ
れ
を
、
も
し
賢
治
が
「
個
の
救
済
」
と
し
て
の
み
読
み
誤
っ
た
な
ら
ば
、
賢
治

に
と
っ
て
『
歎
異
抄
』
は
離
れ
る
べ
き
書
物
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

暁
烏
敏
は
、 

「
こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
如
来
の
本
願
は
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
た
め

で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
親
鸞
一
人
の
た
め
と
仰
せ
ら
れ
た
の
は
ど
う
し
た
も
の

か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
の
が
や
が
て
他
力
の
信
心
の
味
わ
い
を
く
わ
し
く
味
わ

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
求
め
て
、
十
方
に
満
ち
さ
せ
ら
れ
た
る
如
来

救
済
の
霊
能
本
願
他
力
の
お
謂い

わ

れ
を
聞
信
す
る
と
き
は
、
自
分
が
そ
の
本
願
他

力
に
と
り
ま
か
れ
て
お
る
身
で
あ
る
と
気
づ
く
よ
う
に
な
る
」（
『
歎
異
抄
講
話
』

五
五
〇
頁
） 

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
賢
治
が
読
み
誤
る
は
ず
が
な
い
。 

 

お
そ
ら
く
賢
治
に
は
、
『
歎
異
抄
』
の
語
り
か
け
る
〈
自
利
・
利
他
〉
の
思
想
は
、

よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賢
治
は
、「
私
は
け
れ
ど
も
そ
の
信
仰

を
あ
き
た
ら
ず
思
ひ
ま
す
」（
前
掲
・
保
阪
宛
書
簡
七
四
）
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
「
衆
生
済
度
」
の
た
め
に
今
生
に
お
い
て
「
如
来
の
教
誡
に
精
を

出
す
の
が
求
法
者
」
だ
と
い
う
考
え
に
傾
斜
し
て
い
た
賢
治
に
は
、
真
宗
の
他
力
本

願
が
、
〈
今
生
で
の
他
者
の
た
め
に
〉
と
い
う
賢
治
の
資
質
的
原
質
性
に
響
き
か
け
て

く
る
強
さ
（
強
引
さ
）
に
お
い
て
「
あ
き
た
ら
ず
」
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。 

 

「
他
力
本
願
」
の
主
張
は
、
ま
こ
と
に
つ
つ
し
み
深
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
そ
の
信
仰
を
あ
き
た
ら
ず
思
ひ
ま
す
」
と
い
う
そ
の
源
は
、
そ
の
つ
つ
し
み
深
さ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
賢
治
は
、
そ
の
つ
つ
し
み
深
さ
が
も
つ
強
さ
と
厳
し
さ
に

気
づ
け
な
い
ほ
ど
に
、
若
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

 

「
勿
体
の
な
い
申
し
分
な
が
ら
こ
の
様
な
信
仰
（
＝
家
の
真
宗
）
は
み
ん
な
の
中
に

居
る
間
だ
け
で
す
。
早
く
自
ら
の
出
離
の
道
を
明
ら
め
、
人
を
も
導
き
自
ら
神
力
を

も
具
へ
人
を
も
法
楽
に
入
ら
し
め
る
。
」（
大
正
七
・
六
・
二
〇
前
後
、
保
阪
宛
書
簡
七
四
、

一
一
六
頁
）
と
い
う
賢
治
の
こ
と
ば
に
は
、
出
家
願
望
、
菩
薩
的
能
力
の
獲
得
、
他
者

救
済
の
意
志
、
が
語
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
「
何
と
か
し
て
純
な
、
真
の
人
々
を
憐

れ
む
心
か
ら
総
て
の
事
を
し
て
行
き
た
い
」（
大
正
七
・
三
・
二
〇
前
後
、
保
阪
宛
書
簡
五

〇
、
七
八
頁
）
と
言
っ
て
い
た
賢
治
か
ら
、
〈
今
生
で
の
他
者
の
た
め
に
〉
と
い
う
志

向
性
が
去
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
聖
道
門
の
修
業
と
云
ふ
も
の
は
云
へ
」（
大

正
七
・
四
・
二
〇
、
保
阪
宛
書
簡
五
六
、
八
六
頁
）
に
も
、
絶
対
他
力
に
よ
り
か
か
り
き
れ

な
い
賢
治
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。 

 

要
す
る
に
、
賢
治
に
お
い
て
は
、
弥
陀
の
本
願
た
る
「
摂せ

っ

取し
ゅ

不ふ

捨し
ゃ

の
利り

益や
く

」
へ
の

「
信
心
」（
＝
真
宗
信
仰
）
は
、
「
あ
の
衣
は
身
に
あ
わ
ぬ
か
ら
着
ぬ
」（
＊
注
一
四
）

と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
だ
、
と
い
う
ほ
か
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
浄
土
真
宗
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
賢
治
が
、
「
念
仏
無
間
」
な
ど
と
日
蓮
（
ま
た
智
学
）

に
乗
じ
て
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
＊
注
一
五
）
。 

 

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
「
衆
生
済
度
」
と
い
う
思
想
上
の
〈
実
践
〉
的
な
方
途
を
今
生
現

実
的
に
力
強
く
訴
え
て
い
る
の
は
、
『
歎
異
抄
』
の
暁
烏
敏
で
は
な
く
、
次
節
で
述
べ

る
日
蓮
宗
の
改
革
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
田
中
智
学
で
あ
る
、
と
賢
治
に
は
判
断

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
智
学
が
強
く
押
し
出
す
「
不
惜
身
命
」

の
考
え
方
が
賢
治
を
引
き
寄
せ
る
。
そ
こ
を
次
に
述
べ
る
。 

  
 
 

四
、
田
中
智
学
、
日
蓮
と
「
不
惜
身
命
」 

  
大
正
九
年
（
賢
治
二
四
歳
）
七
月
、
「
世
界
唯
一
の
大
導
師
日
蓮
大
聖
人
ノ
御
前
ニ
捧

ゲ
奉
リ
」（
大
正
九
・
七
・
二
二
、
保
阪
宛
書
簡
一
六
六
、
二
三
四
頁
）
と
い
う
こ
と
ば
を
経
、

同
年
一
二
月
に
は
、
「
国
柱
会
信
行
部
」
へ
の
入
会
を
告
げ
、
こ
う
書
く
。 

「
最
早
私
の
身
命
は
／
日
蓮
聖
人
の
御
物
で
す
。
従
っ
て
今
や
私
は
／
田
中
智

学
先
生
の
御
命
令
の
中
に
丈
あ
る
の
で
す
。
…
…
今
や
日
蓮
聖
人
に
従
ひ
奉
る

様
に
田
中
先
生
に
絶
対
に
服
従
致
し
ま
す
。
」（
大
正
九
・
一
二
・
二
、
保
阪
宛
書
簡



 

一
七
七
、
二
四
二
頁
） 

 

今
ま
で
「
日
蓮
主
義
者
」
と
い
う
語
を
「
烈
し
く
嫌
」
っ
て
い
た
と
い
う
賢
治
が
、

こ
の
時
、
友
人
保
阪
に
国
柱
会
入
信
を
勧
め
る
の
は
、
「
本
当
の
日
蓮
主
義
者
」
（
賢

治
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
「
田
中
智
学
先
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
に
出
会
っ
た
か
ら

で
あ
る
（
大
正
九
・
一
二
月
上
旬
、
保
阪
宛
書
簡
一
七
八
、
二
四
五
頁
）
。 

 

田
中
智
学
は
、
『
宗
門
乃
維
新
』
で
力
強
く
宣
言
す
る
。 

「
所
謂
清
新
活
気
ノ
信
仰
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
、『
不
惜
身
命
ノ
心
地
』
是
也
、
法
華
経

ト 

聖
祖
ト
ガ
吾
人
ニ
命
ジ
タ
ル
信
ハ
則
チ
是
也
。
」（
＊
注
一
六
） 

 

こ
の
「
不
惜
身
命
」
の
思
想
が
賢
治
の
資
質
に
訴
え
か
け
る
。
逆
に
、
賢
治
の
資

質
が
、
こ
れ
を
身
近
に
引
き
寄
せ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。 

 

し
か
も
、
賢
治
が
「
五
度
も
読
み
返
し
た
」（
＊
注
一
七
）

と
い
う
田
中
智
学
述
『
本
化

妙
宗
式
目
講
義
録
』
の
中
の
、
「
予
嘗
て
「
宗
門
の
維
新
」
に
お
い
て
『
信
と
は
不
惜

身
命
な
り
』
と
釈
し
た
時
、
世
間
は
肝
を
潰
し
た
様
だ
が
、
本
化
妙
宗
の
信
は
必
ず

不
惜
身
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
二
八
六
九
頁
）（
＊

注
一
八
）

と
い
う
言
、
「
大
法
の
た
め
に
身
命
を
奉
る
、
こ
の
覚
悟
が
真
の
無
疑
な
り
、

随
順
な
り
、
決
定
な
り
、
進
取
な
り
、
浄
心
な
り
で
あ
る
」（
同
右
、
二
九
七
〇
頁
）
と

い
う
言
を
確
認
し
、
忠
実
に
従
い
、
ま
た
、
智
学
を
通
し
て
日
蓮
の
次
の
よ
う
な
考

え
方
を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

「
『
御
義
口
伝
ニ
曰
ハ
ク
、
…
…
所
詮
日
蓮
等
の
類
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え

奉
る
者
、
捨
是
身
已
也
、
不
惜
身
命
の
故
也
、
云
々
…
…
』
」（
『
日
蓮
主
義
教
学
大

観
』
二
九
八
三
頁
。
「
捨
是
身
已
」
は
「
是
の
身
を
捨
て
已
る
」
の
意
）（
＊
注
一
九
） 

 

賢
治
は
、
智
学
に
導
か
れ
つ
つ
「
不
惜
身
命
」（
＝
「
大
法
の
た
め
に
身
命
を
惜
し
ま
ず
」
）

の
思
想
を
受
容
す
る
。
賢
治
の
資
質
的
志
向
性
が
そ
れ
を
迎
え
入
れ
た
。 

 

日
蓮
宗
の
宗
門
の
改
革
者
と
し
て
登
場
し
た
田
中
智
学
の
言
説
は
、
お
よ
そ
激
烈

で
あ
る
。
主
張
と
し
て
も
強
く
映
る
。
そ
ん
な
智
学
に
賢
治
は
「
絶
対
服
従
」
を
ち

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

 
 
 

五
、
文
学
行
為
に
於
け
る
反
・
智
学 

  

し
か
し
、
「
絶
対
服
従
」
を
い
い
な
が
ら
も
、
文
学
行
為
に
お
い
て
、
か
な
ら
ず
し

も
智
学
に
従
順
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
が
存
す
る
。 

 

智
学
の
「
述
作
論
」
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
小
説
、
随
筆
、
論
文
、
韻
文
、
何
を
書
い
て
も
、
す
べ
て
之
を
霊
化
し
て
、

本
化
の
大
道
を
世
に
発
揮
し
宣
揚
す
る
方
便
と
せ
ん
と
の
態
度
で
か
か
ね
ば
な

ら
ぬ
。
…
…
況
し
て
本
化
の
徒
は
、
こ
の
宇
宙
間
に
於
け
る
、
最
大
幽
妙
の
大

文
字
、
大
文
学
た
る
法
華
経
の
美
想
、
一
閻
浮
提
第
一
の
聖
人
、
全
世
界
最
も

悲
壮
の
経
歴
に
富
め
る
唯
一
救
主
の 

日
蓮
大
士
の
美
蹟
を
謳
歌
し
讃
歎
し
発

揚
す
べ
き
大
責
任
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
」（
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
六
五
～
六
九

頁
） 

「
我
等
は
こ
の
本
化
瀝
血
の
大
梵
音
を
謳
ふ
能
は
ず
し
て
何
を
謳
ふ
べ
き
で
あ

る
か
、
我
等
の
努
め
か
ら
は
、
童
謡
に
し
て
も
伝
ふ
べ
き
で
な
い
か
、
「
念
仏
無

間
」
の
如
き
大
慈
悲
深
妙
の
理
義
情
操
を
謳
ふ
こ
と
の
出
来
な
い
、
屑
々
た
る

小
文
学
者
ど
も
が
こ
の
日
本
の
人
心
を
惑
乱
し
、
日
に
浅
薄
に
導
き
つ
ゝ
あ
る

の
で
あ
る
。
」（
同
右
。
七
二
頁
） 

 

要
す
る
に
智
学
は
、
「
本
化
妙
宗
」
の
教
化
の
た
め
に
す
べ
て
の
「
述
作
」
は
あ
る

と
い
っ
て
い
る
（
に
過
ぎ
な
い
）
。 

 

晩
年
の
賢
治
が
、
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
』（
「
使
用
時
期
は
昭
和
六
年
十
月
上
旬
か
ら
年

末
か
翌
年
初
め
ま
で
と
推
定
」
全
集
一
〇
・
三
六
頁
）
に
「
筆
ヲ
ト
ル
ヤ
マ
ヅ
道
場
観
／
奉

請
ヲ
行
ヒ
」（
全
集
一
〇
・
七
五
頁
）
と
書
き
付
け
た
た
め
、
そ
こ
に
注
目
し
て
国
柱
会

の
高
知
尾
智
耀
は
い
う
。こ
れ
は
、
「
国
柱
会
所
定
の
妙
行
正
軌
に
よ
っ
て
御
修
行
す

る
そ
の
順
序
」
に
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
「
宮
沢
賢
治
に
と
っ
て
は
、
創
作
に
従
事
す

る
の
は
、
妙
法
曼
荼
羅
に
対
し
奉
り
御
修
行
す
る
の
と
同
じ
心
地
に
住
し
て
筆
を
と

る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
か
く
し
て
出
来
上
が
る
も
の
が
、
彼
の
法
華
文
学
で
あ
る
」

（
＊
注
二
〇
）
、
と
。 



 

 
だ
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
『
手
帳
』
の
同
じ
頁
に
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
高
知
尾
智
耀
は
こ
の
部
分
に
は
コ
メ
ン
ト
し
な
い
。 

「
断
ジ
テ
／
教
化
ノ
考
タ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
！ 

／
タ
ゞ
〈
正
直
ニ
〉
純
真
ニ
／
法

楽
ス
ベ
シ
。
タ
ノ
ム
所
オ
ノ
レ
ガ
小
才
ニ
／
非
レ
。
タ
ゞ
諸
仏
菩
薩
／
ノ
冥
助

ニ
ヨ
レ
」（
全
集
一
〇
・
七
五
頁
） 

 

賢
治
が
書
き
付
け
た
、
「
断
ジ
テ
／
教
化
ノ
考
タ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
！
」
と
い
う
こ
と
ば

は
、
重
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
の
智
学
は
、
「
妙
宗
教
化
の
た
め
の
文
学
」
を
こ
そ
主
張

し
て
い
た
の
だ
か
ら
。 

 

と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
智
学
か
ら
の
呪
縛
を
解
き
ほ
ど
い
て
き
た
賢
治
の
文
学
行

為
に
於
け
る
、「
自
負
」
の
表
明
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
＊
注
二
一
）
。
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

手
帳
』
の
有
名
な
文
句
「
高
知
尾
師
ノ
奨
メ
ニ
ヨ
リ
／
法
華
文
学
ノ
創
作
」
の
こ
と

ば
に
続
け
て
、 

「
名
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ズ
／
報
ヲ
ウ
ケ
ズ
／
貢
高
ノ
心
ヲ
離
レ
」（
全
集
一
〇
・
七
三
頁
） 

と
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
賢
治
自
身
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
文
学
行
為
を

支
え
て
き
た
信
念
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

 

実
際
、
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
』
以
後
も
、
賢
治
最
晩
年
の
主
要
な
仕
事
は
、
『
文

語
詩
稿
』
の
推
敲
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
客
観
的
観
照
的
な
叙
法
を
通
し
て
情

感
を
定
着
さ
せ
て
行
く
」（
全
集
四
、「
解
説
」
四
八
〇
頁
）
と
い
っ
た
体
を
な
す
も
の
で
、

た
と
え
ば
「
国
柱
会
」
と
題
さ
れ
る
未
定
稿
詩
（
全
集
四
・
二
六
三
頁
）
で
は
、
国
柱

会
す
ら
も
が
冷
静
に
対
象
化
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、『
法
華
経
』
巻
七
常
不
軽
菩
薩

品
に
材
を
取
っ
た
「
不
軽
菩
薩
」
と
題
す
る
よ
う
な
一
編
も
あ
る
（
全
集
四
・
二
九
一

頁
）
。
だ
が
、
こ
れ
と
て
「
本
化
妙
宗
を
教
化
す
る
た
め
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。
「
タ
ゞ
〈
正
直
ニ
〉
純
真
ニ
／
法
楽
」
を
得
た
喜
び
の
表
現
と
い
う
べ
き
で
あ
っ

て
、
「
妙
宗
の
教
化
」
と
い
う
目
的
的
な
も
の
か
ら
は
遠
い
。 

 

賢
治
の
「
断
ジ
テ
／
教
化
ノ
考
タ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
！
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
さ
き
に

掲
げ
た
智
学
の
言
説
（
「
本
化
瀝
血
の
大
梵
音
を
謳
ふ
能
は
ず
し
て
何
を
謳
ふ
べ
き
で
あ
る
か
」

等
）
へ
の
文
学
的
抵
抗
と
し
て
、
あ
る
。
そ
れ
は
、
〈
下
降
の
生
〉
を
営
む
賢
治
に
お

け
る
、
実
生
活
上
の
智
学
的
実
践
と
は
異
な
っ
た
も
の
だ
。 

「
賢
治
に
と
っ
て
、
質
・
古
着
商
の
番
台
に
坐
っ
て
い
る
こ
と
は
〈
実
践
〉
の

絶
対
性
か
ら
は
遠
く
外
れ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
田
中
智
学
の
浅
薄

な
〈
実
践
〉
の
概
念
を
、
賢
治
は
自
身
の
痛
み
と
し
て
過
剰
に
ひ
き
よ
せ
た
の

で
あ
る
。
」（
＊
注
二
二
） 

 

実
生
活
上
の
営
み
と
し
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
文
学
上
の

〈
実
践
〉
の
こ
と
と
し
て
は
「
田
中
智
学
の
浅
薄
な
〈
実
践
〉
の
概
念
」
を
我
が
身

に
引
き
寄
せ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 

六
、
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
１ 

〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉 

  

賢
治
の
文
学
は
、
「
教
化
の
文
学
」
で
は
な
い
。
却
っ
て
、
賢
治
か
ら
の
問
い
か
け

で
あ
る
。
我
々
は
、
賢
治
の
問
い
か
け
を
賢
治
と
と
も
に
問
う
。
賢
治
の
問
い
を
問

う
な
か
に
、
我
々
は
、
賢
治
の
文
学
に
〈
ま
こ
と
〉
を
発
見
す
る
（
し
て
き
た
）
の
で

は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
読
み
取
り
に
お
い
て
。 

 

『
手
紙 

一
』（
大
正
七
年
頃
）
に
「
ま
こ
と
の
道
」
と
い
う
表
現
が
出
る
。
「
よ
い

心
を
起
こ
し
た
竜
」
は
、
「
い
ま
こ
の
か
ら
だ
を
た
く
さ
ん
の
虫
に
や
る
の
は
ま
こ
と

の
道
の
た
め
だ
。
い
ま
肉
を
こ
の
虫
ら
に
く
れ
て
置
け
ば
や
が
て
は
ま
こ
と
の
道
を

も
こ
の
虫
ら
に
教
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
考
え
て
我
が
身
を
「
虫
」
に
与
え
る
（
全

集
八
・
三
六
九
頁
）
。 

 
こ
こ
で
、
「
ま
こ
と
の
道
」
と
は
、
何
か
。
出
典
た
る
『
大
智
度
論
』
の
原
文
に
照

ら
せ
ば
、
そ
れ
は
、
「
仏
道
」
で
あ
っ
た
（
＊
注
二
三
）
。
「
竜
」
の
「
身
施
」（
＝
菩
薩
行
）

が
こ
こ
で
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、こ
こ
で
は
、「
仏
道
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、

古
く
か
ら
存
す
る
「
ま
こ
と
の
み
ち
」
と
い
う
和
語
に
〈
翻
訳
〉
さ
れ
て
我
々
の
ま

え
に
差
し
だ
さ
れ
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
（
後
述
）
。 

 

『
手
紙 

二
』（
大
正
七
年
頃
）
を
み
よ
う
。
王
の
求
め
に
応
じ
て
ガ
ン
ジ
ス
河
を
逆

さ
に
流
さ
せ
る
奇
跡
を
演
じ
た
の
は
、
「
一
人
の
い
や
し
い
職
業
の
女
」
で
あ
っ
た
。 



 

 
「
女
」
は
い
う
、
「
陛
下
よ
。
私
を
買
つ
て
下
さ
る
お
方
に
は
、
お
な
じ
く
つ
か
へ

ま
す
。
…
…
ひ
と
り
を
た
つ
と
び
ひ
と
り
を
い
や
し
み
ま
せ
ん
。
陛
下
よ
、
こ
の
ま

こ
と
の
こ
こ
ろ
が
今
日
ガ
ン
ヂ
ス
河
を
さ
か
さ
ま
に
な
が
れ
さ
せ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
」（
全
集
八
・
三
七
一
頁
）
。 

 

こ
こ
で
の
「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
」
と
は
、
何
か
。
こ
こ
に
流
れ
て
い
る
思
想
は
、

一
切
の
菩
薩
・
衆
生
に
「
敬
い
」
を
捧
げ
続
け
た
「
常
不
軽
菩
薩
」
の
思
想
で
あ
る
。

そ
し
て
、
常
不
軽
菩
薩
と
は
、
過
去
世
の
「
釈
尊
」
で
あ
っ
た
（
＊
注
二
四
）
。 

 

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
賢
治
に
お
い
て
は
、
「
仏
」
「
菩
薩
行
」
と
し
て
示
さ
れ
る
も

の
が
、
〈
ま
こ
と
〉
で
あ
り
、〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉
で
あ
る
。 

 

す
る
と
、
〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉
が
、
次
の
よ
う
な
形
で
も
示
さ
れ
て
い
る
の
を
発

見
す
る
。 

 

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
な
か
の
印
象
的
な
一
挿
話
、
「
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
」
の
祈
り
と

は
、
何
か
。 

「
ど
う
か
神
さ
ま
。
私
の
心
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。
こ
ん
な
に
む
な
し
く
命
を
す

て
ず
ど
う
か
こ
の
次
に
は
ま
こ
と
の
み
ん
な
の
幸
の
た
め
に
私
の
か
ら
だ
を
お

つ
か
ひ
下
さ
い
。
」（
全
集
七
・
二
八
七
頁
） 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
に
語
り
か
け
る
。 

「
僕
は
も
う
あ
の
さ
そ
り
の
や
う
に
ほ
ん
た
う
に
み
ん
な
の
幸
の
た
め
な
ら
ば
、

僕
の
か
ら
だ
な
ん
か
百
ぺ
ん
灼
い
て
も
か
ま
は
な
い
」（
全
集
七
・
二
九
二
頁
） 

 

「
自
身
の
身
体
」
を
さ
し
だ
し
て
〈
他
者
の
た
め
〉
に
と
願
う
「
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
」

も
、
同
意
す
る
ジ
ョ
バ
ン
ニ
も
、
〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉
の
実
践
（
＝
菩
薩
行
）
を
念

じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
賢
治
童
話
の
初
期
か
ら
み
ら
れ
る
も
の
で
、
『
よ
だ
か

の
星
』
で
も
、「
よ
だ
か
」
は
、
「
お
日
さ
ん
」
に
こ
う
言
う
。 

「
ど
う
ぞ
私
を
連
れ
て
っ
て
下
さ
い
。
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
わ

た
し
の
や
う
な
み
に
く
い
か
ら
だ
で
も
灼
け
る
と
き
に
は
小
さ
な
光
を
出
す
で

せ
う
」（
全
集
五
・
八
八
頁
） 

 

「
よ
だ
か
」
は
、
そ
の
後
、
四
方
の
「
お
星
さ
ん
」
に
も
頼
み
込
み
、「
灼
け
て
死

ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
」
を
繰
り
返
す
。
そ
の
繰
り
返
し
に
は
、
「
わ
た
し
の
や
う

な
み
に
く
い
か
ら
だ
で
も
灼
け
る
と
き
に
は
小
さ
な
光
を
出
す
で
せ
う
」
と
い
う
内

容
が
、
い
つ
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
よ
だ
か
」
の
願
う
「
灼
け
る
と
き
の
小
さ
な
光
」
と
は
、
〈
他
者
の
た
め
〉
の
光

明
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
こ
に
、
〈
他
者
の
た
め
〉
〈
み
ん
な
の
幸
の
た
め
〉
を
願
う

〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉
を
み
る
。 

 

す
る
と
、
「
め
く
ら
ぶ
だ
う
」
の
「
虹
」
に
対
す
る
発
言
も
、
〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉

の
発
露
で
あ
る
。 

「
あ
な
た
が
も
し
、
も
っ
と
立
派
に
お
な
り
に
な
る
為
な
ら
、
私
な
ん
か
百
ぺ

ん
で
も
死
に
ま
す
。
」（
『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
全
集
五
・
一
二
一
頁
） 

 

あ
る
い
は
ま
た
、
〈
寒
さ
の
夏
〉
の
到
来
で
凶
作
が
懸
念
さ
れ
た
年
、
気
温
上
昇
の

た
め
に
計
画
さ
れ
た
「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ド
島
」
爆
破
の
、
「
最
後
の
一
人
は
ど
う
し
て
も

遁
げ
ら
れ
な
い
」
仕
事
を
、
「
二
七
歳
の
ブ
ド
リ
」
が
す
す
ん
で
ひ
き
う
け
る
（
『
グ

ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』
全
集
八
・
二
六
九
頁
）
。
あ
ま
り
に
み
や
す
い
〈
自
己
犠
牲
〉
の

設
定
で
あ
る
が
、
「
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
」
の
祈
り
（
＝
ま
こ
と
の
み
ん
な
の
幸
の
た
め
に
）
と

同
じ
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
こ
ん
な
細
部
に
も
、
我
々
は
、
賢
治
の
〈
ま
こ
と
〉
を
み
る
だ
ろ
う
。

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
一
場
面
、
「
氷
山
に
ぶ
っ
つ
か
っ
て
船
が
沈
」
み
、
そ
の
犠
牲

者
と
な
っ
た
「
青
年
」（
キ
リ
ス
ト
者
と
思
し
い
）
か
ら
「
北
の
海
」
で
の
話
を
聞
い
て
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
か
ん
が
え
る
。 

「
そ
の
氷
山
の
流
れ
る
北
の
は
て
の
海
で
、
小
さ
な
船
に
乗
っ
て
、
風
や
凍
り

つ
く
潮
水
や
、
烈
し
い
寒
さ
と
た
た
か
っ
て
、
た
れ
か
が
一
生
け
ん
め
い
は
た

ら
い
て
ゐ
る
。
ぼ
く
は
そ
の
ひ
と
に
ほ
ん
た
う
に
気
の
毒
で
そ
し
て
す
ま
な
い

や
う
な
気
が
す
る
。
ぼ
く
は
そ
の
ひ
と
の
さ
い
は
ひ
の
た
め
に
い
っ
た
い
ど
う

し
た
ら
い
ゝ
の
だ
ら
う
」（
全
集
七
・
二
七
四
頁
） 

 

名
も
知
ら
ず
会
っ
た
こ
と
も
な
い
、
手
の
届
く
範
囲
に
も
な
い
「
た
れ
か
」
に
対

し
て
も
、
「
気
の
毒
で
そ
し
て
す
ま
な
い
」
と
感
受
す
る
ジ
ョ
バ
ン
ニ
。
自
身
の
世
間



 

的
・
社
会
的
な
〈
責
任
〉
を
も
っ
て
処
す
る
こ
と
の
で
き
る
範
囲
を
超
え
て
、
賢
治

の
主
人
公
は
、
物
思
い
を
す
る
（
少
年
だ
か
ら
、
と
は
い
う
ま
い
）
。 

 

〈
他
者
〉
の
苦
し
み
を
苦
し
み
、
か
つ
、
悲
し
む
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
感
性
は
、
〈
利
他

的
〉
で
あ
ろ
う
と
す
る
賢
治
の
内
部
に
お
け
る
〈
ま
こ
と
〉
を
よ
く
示
し
て
い
る
に

ち
が
い
な
い
（
＊
注
二
五
）
。 

  
 
 

七
、
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
２ 

和
語
〈
ま
こ
と
〉
の
多
義
性 

  

賢
治
に
お
け
る
〈
ま
こ
と
〉
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
か
。「
タ
ゞ
〈
正
直
ニ
〉
純
真
ニ

／
法
楽
ス
ベ
シ
。
タ
ノ
ム
所
オ
ノ
レ
ガ
小
才
ニ
／
非
レ
。
タ
ゞ
諸
仏
菩
薩
／
ノ
冥
助

ニ
ヨ
レ
」（
前
引
『
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
手
帳
』
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
賢
治
の
宗
教
的
資

質
が
賢
治
の
〈
ま
こ
と
〉
の
根
源
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。 

 

だ
か
ら
、
賢
治
に
お
い
て
、
〈
ま
こ
と
〉
は
、
一
義
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
仏
」

「
無
上
菩
提
心
」
あ
る
い
は
具
体
的
行
為
と
し
て
の
「
菩
薩
行
」
が
、
賢
治
の
意
味

す
る
〈
ま
こ
と
〉
で
あ
る
。
だ
が
、
賢
治
は
、
そ
れ
を
、
古
く
か
ら
あ
る
〈
ま
こ
と
〉

と
い
う
や
ま
と
こ
と
ば
（
概
念
）
で
表
現
し
た
。
そ
こ
に
、
〈
ま
こ
と
〉
は
、
〈
多
義

性
〉
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〈
ま
こ
と
〉
と
い
う
概
念
の
包
括
範
囲
が
拡
大
す
る

の
で
あ
る
。 

 

（
１
）
「
学
者
ア
ラ
ム
ハ
ラ
ド
」
は
、
「
街
の
は
ず
れ
の
楊
の
林
の
中
」
の
塾
で
、

生
徒
み
ん
な
に
「
人
が
な
ん
と
し
て
も
そ
う
し
な
い
で
ゐ
ら
れ
な
い
こ
と
は
一
体
ど

う
い
ふ
こ
と
だ
ら
う
」
と
問
い
か
け
る
。
セ
ラ
ラ
バ
ア
ド
が
最
後
に
答
え
る
。
「
人
は

ほ
ん
た
う
の
い
ゝ
こ
と
が
何
だ
か
を
考
へ
な
い
で
ゐ
ら
れ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
」
と
。

学
者
ア
ラ
ム
ハ
ラ
ド
は
こ
う
受
け
止
め
る
。
「
う
ん
。
さ
う
だ
。
人
は
ま
こ
と
を
求
め

る
。
真
理
を
求
め
る
。
ほ
ん
た
う
の
道
を
求
め
る
の
だ
。
」
と
（
『
学
者
ア
ラ
ム
ハ
ラ
ド

の
見
た
着
物
』
全
集
六
・
二
一
四
頁
）
。 

 

セ
ラ
ラ
バ
ア
ド
に
は
、
「
ほ
ん
た
う
の
い
ゝ
こ
と
が
何
だ
か
」
が
、
実
は
了
解
さ
れ

て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
考
へ
な
い
で
ゐ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。
だ
が
、
学
者

ア
ラ
ム
ハ
ラ
ド
は
、
セ
ラ
ラ
バ
ア
ド
の
未
了
解
を
う
け
と
め
ず
に
、
大
人
の
「
学
者
」

と
し
て
、
そ
れ
は
「
ま
こ
と
」
だ
、
「
真
理
」
だ
、
「
ほ
ん
た
う
の
道
」
だ
、
と
応
答

す
る
。
「
善
を
愛
し
、
道
を
求
め
」
る
こ
と
（
同
上
・
二
一
四
頁
）
、
こ
れ
が
、
塾
生
に

与
え
た
ア
ラ
ム
ハ
ラ
ド
の
回
答
で
あ
る
。 

 

だ
が
、
セ
ラ
ラ
バ
ア
ド
は
さ
ら
に
問
い
返
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。「
ほ
ん
た
う
の

い
い
こ
と
」
＝
「
ま
こ
と
」
＝
「
真
理
」
＝
「
道
」
＝
「
善
」
と
は
、
何
だ
ろ
う
、

と
。
我
々
も
ま
た
、
〈
ま
こ
と
〉
と
は
「
真
理

ま

こ

と

」
「
道
」

ま
こ
と

「
善
」

ま
こ
と

だ
と
い
う
了
解
を
得

つ
つ
、
そ
の
中
身
を
さ
ら
に
問
う
こ
と
に
な
る
。 

 

（
２
）
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
「
初
期
形
第
三
次
稿
」（
全
集
七
・
五
五
四
頁
）
、
そ
こ

に
登
場
す
る
「
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
」
の
こ
と
ば
を
み
よ
う
。 

「
み
ん
な
が
め
い
め
い
じ
ぶ
ん
の
神
さ
ま
が
ほ
ん
た
う
の
神
さ
ま
だ
と
い
ふ
だ

ら
う
、
け
れ
ど
も
お
互
ほ
か
の
神
さ
ま
を
信
ず
る
人
た
ち
の
し
た
こ
と
で
も
涙

が
こ
ぼ
れ
る
だ
ら
う
」 

 

こ
こ
に
は
、
賢
治
に
お
け
る
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
シ
ズ
ム
（
重
層
主
義
）
と
い
う

べ
き
〈
寛
容
〉
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
＊
注
二
六
）
。
す
な
わ
ち
、
賢
治
は
、
宗
教
的
寛

容
の
上
に
、
〈
ま
こ
と
〉
と
は
、
神
仏
を
「
信
ず
る
」
行
為
そ
の
も
の
、
そ
こ
に
発
す

る
行
為
の
尊
さ
こ
そ
が
「
信
」

ま
こ
と

で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。 

 

だ
か
ら
、
賢
治
の
宗
教
的
寛
容
は
、
「
わ
が
浄
土
真
宗
は
信
（
＝
信
ず
る
）
の
宗
教

に
属
し
」
と
い
う
暁
烏
敏
の
、「
悟
り
の
宗
教
は
頭
の
宗
教
で
あ
る
。
信
の
宗
教
は
胸

の
宗
教
で
あ
る
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
四
二
四
頁
）
と
い
う
よ
う
な
「
信
の
宗
教
」
の
あ
り

方
を
、
行
為
と
し
て
も
内
容
と
し
て
も
「
信
」

ま
こ
と

と
し
て
よ
く
了
解
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。 

 

（
３
）
今
ひ
と
つ
、
賢
治
の
〈
ま
こ
と
〉
と
は
、
〈
物
語
の
現
実
〉
で
も
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』「
広
告
文
」
の
、
そ
の
「
特
色 

三 

」
に
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。 「

こ
れ
ら
は
決
し
て
偽
で
も
仮
空

（
マ
マ
）

で
も
窃
盗
で
も
な
い
／
…
…
た
し
か
に
こ
の



 

通
り
そ
の
時
心
象
の
中
に
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
ど
ん
な
に
馬
鹿
げ

て
ゐ
て
も
、
難
解
で
も
必
ず
心
の
深
部
に
於
て
万
人
の
共
通
で
あ
る
。
」（
全
集

八
・
六
〇
一
頁
） 

 

賢
治
が
い
っ
て
い
る
の
は
、
「
偽
」
に
対
す
る
「
真
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
心
象
」

に
現
れ
た
〈
物
語
の
現
実
〉
が
「
心
の
深
部
に
於
て
万
人
」
に
「
共
通
」
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
〈
物
語
の
現
実
〉
が
〈
ま
こ
と
〉
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
「
お
し
ま
ひ
、
あ
な
た
の
す
き
と
ほ
つ
た
ほ
ん
た
う
の
た
べ
も

の
」（
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
「
序
」
、
全
集
八
・
一
六
頁
）
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
賢
治
の
〈
ま
こ
と
〉
と
は
、
「
ほ
ん
た
う
の
た
べ
も
の
」
と
し
て
の
〈
物
語
の
現
実

ま

こ

と

〉

で
も
あ
っ
た
。 

 

以
上
に
よ
っ
て
、
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
と
は
、
〈
「
仏
」

ま
こ
と

「
真
理

ま

こ

と

」

「
道
」

ま
こ
と

「
善
」

ま
こ
と

「
信
」

ま
こ
と

「
物
語
の
現
実

ま

こ

と

」
〉
を
多
義
的
に
含
み
込
ん
だ
文
学
と
し
て

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
賢
治
に
ま
と
い
つ
く
〈
法
華
文
学
〉（
＊
注
二
七
）

と
い
う
呼
称
を
含

み
込
ん
で
成
立
す
る
、
賢
治
の
文
学
の
一
つ
の
あ
り
よ
う
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
賢
治
の
〈
ま
こ
と
〉
に
は
、
諸
仏
典
か
ら
の
教
養
、
大
乗
仏
教
の
素

養
が
す
べ
て
生
き
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
賢
治
の
文
学
行
為
の
上
に
お
い
て
は
、

も
は
や
、
日
蓮
宗
だ
の
真
宗
だ
の
の
区
別
は
、
超
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。 

 

賢
治
は
、
我
々
を
〈
ま
こ
と
〉
の
文
学
に
導
く
。
我
々
も
ま
た
、
賢
治
の
核
心
を

求
め
て
、
〈
ま
こ
と
〉
の
文
学
に
至
り
つ
く
。
我
々
は
、
賢
治
の
一
面
痛
ま
し
い
生
涯

と
豊
饒
の
文
学
に
思
い
を
寄
せ
つ
つ
、
賢
治
の
核
心
に
、〈
誠
実

ま

こ

と

〉
を
見
出
し
て
き
た

と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
（
＊
注
二
八
）
。 

  
 
 

む
す
び
に
か
え
て 

 
 
 
 

  

松
永
伍
一
が
、
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』（
講
談
社
学
術
文
庫
版
、
一
九
八
一
・
八
）
の

巻
頭
に
、
宮
沢
賢
治
を
引
用
し
て
い
る
。 

「
曽
て
わ
れ
ら
の
師
父
た
ち
は
乏
し
い
な
が
ら
可
成
楽
し
く
生
き
て
ゐ
た
／
そ

こ
に
は
芸
術
も
宗
教
も
あ
っ
た
／
い
ま
わ
れ
ら
に
は
た
だ
労
働
が
生
存
が
あ
る

ば
か
り
で
あ
る
／
宗
教
は
疲
れ
（
て
）
近
代

（
マ
マ
）

科
学
に
置
換
さ
れ
然
も
科
学
は
冷

た
く
暗
い
」 

 

引
用
さ
れ
た
も
の
は
、
『
農
民
芸
術
の
興
隆
』（
全
集
一
〇
・
二
七
～
二
八
頁
）
で
あ
る
。

松
永
は
い
う
、
「
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
か
れ
（
＝
賢
治
）
の
状
況
認
識
は
、

五
十
数
年
後
の
い
ま
も
新
鮮
で
説
得
力
を
も
つ
。
／
日
進
月
歩
の
科
学
は
、
合
理
と

い
う
魔
術
性
と
便
利
と
い
う
実
効
性
を
通
じ
て
、
人
間
か
ら
信
仰
を
ふ
り
払
い
つ
つ

あ
る
。
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
松
永
「
賛
序
」
、
三
頁
）
と
。 

 

現
今
社
会
の
経
済
至
上
主
義
と
効
率
主
義
の
加
速
度
的
進
行
は
、
さ
ら
に
も
「
人

間
か
ら
信
仰
を
ふ
り
払
い
」
、
賢
治
の
「
状
況
認
識
」
は
、
現
実
の
予
言
と
な
っ
て
、

現
代
の
「
今
」
を
覆
っ
て
い
る
。 

 

我
々
は
、
た
っ
た
今
で
も
全
世
界
の
片
隅
で
お
こ
っ
て
い
る
不
幸
な
現
実
（
内
紛
、

戦
争
、
自
然
災
害
、
人
工
災
害
、
飢
餓
等
）
を
、
知
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
全
世
界
の
片

隅
で
生
起
し
て
い
る
不
幸
な
現
実
の
す
べ
て
を
、
我
々
自
身
の
現
実
と
し
て
実
体
的

に
共
有
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
も
ま
た
、
我
々
の
冷
静
な
頭
は
よ
く
知
っ
て

い
る
。 

 

し
か
し
、
賢
治
童
話
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
そ
こ
に
こ
そ
鋭
敏
な
反
応
を
示
す
。

賢
治
の
〈
ま
こ
と
の
文
学
〉
は
、
我
々
日
常
生
活
人
と
し
て
の
意
識
下
に
潜
む
冷
酷

性
を
撃
つ
。
〈
利
他
〉
、
〈
献
身
〉
、
〈
他
者
〉
の
痛
み
を
我
が
痛
み
と
し
て
引
き
受
け
て

し
ま
う
感
性
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
示
さ
れ
る
〈
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
〉
、
そ
れ
が
、
賢
治

童
話
の
人
物
た
ち
が
負
う
〈
哀
し
み
と
優
し
み
〉
と
し
て
我
々
に
感
得
さ
れ
る
。
我
々

は
、
そ
の
〈
哀
し
み
と
優
し
み
〉
を
賢
治
か
ら
の
深
い
問
い
か
け
と
し
て
共
有
す
る

の
で
あ
る
。
賢
治
か
ら
我
々
に
手
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
に
は
、
き
っ
と
こ
う
書
か
れ
て

い
る
。
―
―
「
人
は
ほ
ん
た
う
の
い
ゝ
こ
と
が
何
だ
か
を
考
へ
な
い
で
ゐ
ら
れ
な
い

（
セ
ラ
ラ
バ
ア
ド
）
」
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

 



 

注 （
一
）
『
歎
異
抄
講
話
』
は
、
明
治
三
六
年
一
月
か
ら
明
治
四
三
年
一
二
月
ま
で
の
「
稿
」

を
ま
と
め
た
も
の
。
「
序
」
に
明
治
四
四
年
三
月
二
日
の
日
付
が
あ
る
。
本
稿
で
は

講
談
社
学
術
文
庫
版
、
一
九
八
一
・
八
、
に
よ
る
。 

（
二
）
堀
尾
青
史
編
『
宮
沢
賢
治
年
譜
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
・
二
。
以
下
、
『
堀
尾

年
譜
』
と
略
称
す
る
。 

（
三
）
政
次
郎
の
書
簡
は
、
す
べ
て
栗
原
敦
の
「
編
注
」
に
か
か
る
「
宮
沢
政
次
郎
書
簡

集
」
に
よ
る
。
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書 

宮
沢
賢
治
Ⅱ
』
有
精
堂
、
一
九
八
三
・

二
、
所
収
。 

（
四
）
政
次
郎
は
、
明
治
三
七
年
（
第
六
回
）
か
ら
は
「
仏
教
講
習
会
」
と
な
し
、
政
次

郎
自
身
が
「
講
師
交
渉
、
接
待
そ
の
他
経
費
の
大
部
を
負
担
し
て
」
い
た
（
『
堀
尾

年
譜
』
二
七
頁
）
。 

（
五
）
敏
の
子
供
好
き
は
、
「
小
児
は
宗
教
の
人
で
あ
る
」
に
関
連
す
る
（
『
歎
異
抄
講
話
』

四
四
二
頁
）
。 

（
六
）
こ
れ
は
、
賢
治
と
『
法
華
経
』
の
出
会
い
と
し
て
語
ら
れ
る
常
だ
が
、
確
か
な
証

拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

（
七
）
島
地
大
等
に
つ
い
て
は
、
上
田
哲
『
宮
沢
賢
治 

そ
の
理
想
世
界
へ
の
道
程
』
一

九
八
八
・
一
一
改
訂
版
、
三
五
一
～
三
五
二
頁
に
よ
る
。 

（
八
）
大
正
七
年
二
月
二
日
、
「
元
来
小
生
の
只
今
の
信
も
思
想
も
父
上
の
範
囲
を
出
で

申
さ
ず
書
籍
と
て
も
み
な
父
上
の
読
み
候
も
の
の
み
を
後
に
て
拾
い
読
み
候
の
み

に
御
座
候
」
（
父
宛
書
簡
四
四
、
六
二
頁
）
と
あ
る
も
の
の
、
「
法
華
経
の
心
を
も
悟

り
奉
り
…
…
支
那
印
度
に
も
こ
の
経
を
広
め
奉
る
な
ら
ば
…
…
」
（
同
書
簡
、
六
三

頁
）
と
書
く
よ
う
に
な
る
。
「
私
一
人
は
妙
法
蓮
華
経
の
前
に
御
供
養
願
上
候
」

（
同
・
二
・
二
三
、
父
宛
書
簡
四
五
、
六
七
頁
）
。
そ
の
後
も
、
「
至
心
に
帰
命
し
奉

る
万
物
最
大
幸
福
の
根
源
妙
法
蓮
華
経
…
…
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
叫
ぶ
と
き
に
は

世
界
と
我
と
共
に
不
可
思
議
の
光
に
包
ま
れ
る
の
で
す
」（
大
正
七
・
三
・
二
〇
、

保
阪
嘉
内
宛
書
簡
五
〇
、
七
九
頁
）。
な
お
日
蓮
が
「
私
の
遠
い
先
生
」
と
も
呼
ば

れ
る
（
同
書
簡
、
七
八
頁
）。
「
至
心
ニ
妙
法
蓮
華
経
ニ
帰
命
シ
奉
ル
モ
ノ
ハ
ヤ
ガ
テ

総
テ
ノ
現
象
ヲ
吾
ガ
身
ノ
内
ニ
盛
リ
、
十
界
百
界
諸
共
ニ
成
仏
シ
得
ル
事
デ
セ
ウ
」

（
大
正
七
・
四
・
一
八
、
成
瀬
金
太
郎
宛
書
簡
五
五
、
八
五
頁
）
な
ど
。 

（
九
）
見
田
宗
介
『
宮
沢
賢
治 

存
在
の
祭
り
の
中
へ
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
・
二
、

二
一
〇
頁
。
な
お
、
上
田
哲
（
注
七
の
書
）
は
、
賢
治
の
真
宗
へ
の
反
発
を
「
当
時

の
新
宗
教
団
幹
部
の
宗
教
家
ら
し
か
ら
ぬ
生
活
」
（
具
体
的
に
は
「
大
谷
光
瑞
」
）
に

求
め
て
い
る
（
三
五
三
頁
）
。 

（
一
〇
）
親
鸞
の
「
往
相
廻
向
」
「
還
相
廻
向
」
に
つ
い
て
は
、
出
雲
路
修
『
親
鸞 

〈
こ

と
ば
〉
の
思
想
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
、
一
一
、
三
四
～
四
二
頁
、
を
参
照
。
『
歎

異
抄
講
話
』
四
六
二
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。 

（
一
一
）
私
見
で
は
、
『
撰
集
百
縁
経
』
巻
第
四
、
ま
た
は
『
菩
薩
本
生
鬘
論
』
巻
第
二

の
「
兎
王
の
焼
身
供
養
説
話
」
を
出
典
と
す
る
可
能
性
が
高
い
。 

（
一
二
）
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
に
よ
れ
ば
、
「
自
利
と
利
他
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
最
も

明
確
に
区
別
し
て
表
現
し
て
い
る
」
の
が
『
法
華
経
』
譬
喩
品
第
三
で
あ
り
、
「
世

間
に
対
す
る
憐
れ
み
か
ら
、
多
く
の
人
間
の
幸
福
と
安
楽
の
た
め
に
「
一
切
の
衆
生

の
完
全
な
さ
と
り
の
た
め
に
」
如
来
の
教
誡
に
精
を
出
す
の
が
求
法
者
で
あ
る
と
い

う
」
と
あ
る
（
『
法
華
経 

上
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
六
・
一
〇
改
版
、
三
六
〇
頁
）
。 

（
一
三
）
賢
治
の
母
イ
チ
は
、
「
幼
児
を
寝
か
し
つ
け
な
が
ら
「
ひ
と
と
い
う
も
の
は
、

ひ
と
の
た
め
に
何
か
し
て
あ
げ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
ス
」
と
い
つ
も
語
り
聞

か
せ
た
と
い
う
」
（
『
堀
尾
年
譜
』
一
五
頁
）。 

（
一
四
）
こ
の
譬
喩
は
、
暁
烏
敏
に
よ
る
。
敏
は
、
宗
教
上
の
「
廃
立
」
に
つ
い
て
「
衣
」

の
「
品
質
」
の
問
題
で
は
な
く
、
「
身
に
あ
う
か
、
あ
わ
な
い
か
」
と
い
う
譬
喩
で

説
明
し
て
い
る
。
『
歎
異
抄
講
話
』
三
〇
九
頁
。 

（
一
五
）
『
歎
異
抄
講
話
』
で
は
、
「
他
宗
を
貶
し
」
た
日
蓮
に
つ
い
て
穏
や
か
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
三
〇
九
頁
。 

（
一
六
）
田
中
智
学
『
宗
門
乃
維
新
』
師
子
王
文
庫
事
務
所
、
大
正
三
・
五
、
第
七
版
、

五
頁
。 



 

（
一
七
）
関
登
久
也
『
賢
治
随
聞
』
角
川
選
書
、
一
九
六
九
・
二
、
九
五
頁
。 

（
一
八
）
旧
称
『
本
化
妙
宗
式
目
講
義
録
』
は
、
「
明
治
三
十
七
年
冬
よ
り
分
冊
発
行
し
、

同
四
十
三
年
春
に
至
り
て
完
結
」
（
「
日
蓮
主
義
教
学
大
観
の
発
行
の
緒
言
」
）。
分

冊
本
未
見
。
引
用
は
、
復
刻
版
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
真
世
界
社
、
一
九
九
三
・

一
一
、
に
よ
る
。 

（
一
九
）
工
藤
哲
夫
『
賢
治
考
証
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
・
三
、
に
言
及
が
あ
る
。
賢

治
が
「
捨
身
」
を
誤
っ
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
触
れ
て
い
る
。
一
八
一
頁
。 

（
二
〇
）
『
国
柱
会
Ｈ
Ｐ
』
「
宮
沢
賢
治
」
の
項
、
「
故
高
知
尾
智
耀
講
師
「
宮
沢
賢
治
の

思
い
出
」
」
五
頁
。 

（
二
一
）
丹
治
昭
義
『
宗
教
詩
人 

宮
沢
賢
治
』
中
公
新
書
、
一
九
九
六
・
一
〇
、
二
三

五
頁
、
に
は
、
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
論
じ
つ
つ
、
「
彼
は
こ
こ
で
新
た
な
る
誓
い
を

立
て
た
」
と
い
う
。
が
、
賢
治
の
文
学
行
為
に
於
け
る
反
・
智
学
の
覚
悟
を
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
二
二
）
見
田
宗
介
『
宮
沢
賢
治 

存
在
の
祭
り
の
中
へ
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
・
二
、

二
一
四
頁
所
引
、
平
尾
隆
弘
の
言
。 

（
二
三
）
出
典
の
指
摘
は
、
古
宇
田
亮
延
「「
手
紙 

一
」
に
つ
い
て
」
『
賢
治
研
究
』
五

号
。 

（
二
四
）
『
法
華
経
』
巻
七
・
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
。
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生

譚
）
で
あ
る
。 

（
二
五
）
賢
治
の
鋭
敏
な
感
性
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
大
正
七
年
五
月
一
九
日
賢
治
書

簡
六
三
な
ど
。
な
お
、
賢
治
の
「
献
身
」「
自
己
犠
牲
」
の
こ
こ
ろ
を
「
病
理
的
」

と
片
づ
け
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
矢
幡
洋
『
賢
治
の
心
理
学
』
彩
流
社
、
一
九
九

六
・
九
、
三
七
頁
、
は
、
「
賢
治
の
「
献
身
」
や
「
自
己
犠
牲
」
は
、
「
愛
さ
れ
な
い

私
」
と
い
う
痛
ま
し
い
自
己
規
定
の
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。 

（
二
六
）
上
田
哲
『
宮
沢
賢
治 

そ
の
理
想
世
界
へ
の
道
程
』
（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
・

一
一
改
訂
版
）
は
、
賢
治
に
お
け
る
「
神
秘
的
な
、
一
種
の
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ

ズ
ム
（
重
層
主
義
）
」
（
三
一
二
頁
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
も
論

じ
ら
れ
て
い
る
。 

（
二
七
）
「
法
華
文
学
」
に
、
短
く
定
義
を
与
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
上
田
哲
（
注
二
六

の
書
）
は
、
高
知
尾
智
耀
と
賢
治
が
「
（
『
法
華
文
学
』
と
い
う
）
同
じ
こ
と
ば
を
使
っ

て
い
な
が
ら
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
概
念
を
も
っ
て
語
り
」
と
指
摘
す
る
。
だ

が
、
「
法
華
文
学
」
に
つ
い
て
は
、
「
〈
法
華
経
の
信
仰
を
も
っ
た
作
者
が
、
そ
の
信

仰
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
発
露
と
し
て
表
現
さ
れ
た
芸
術
作
品
〉
で
あ
っ
た
」（
五
六

～
五
七
頁
）
と
智
耀
の
言
に
よ
り
か
か
っ
て
限
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
は
如
何
。

強
い
て
言
え
ば
、
「
法
華
文
学
」
と
は
、
法
華
経
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
一
つ
の
喩

的
呼
称
（
語
義
矛
盾
だ
が
）
で
あ
っ
て
、
む
ろ
ん
「
妙
宗
の
教
化
」
と
は
ま
た
べ
つ

な
、
読
者
の
心
に
届
く
豊
か
な
宗
教
情
操
を
含
ん
だ
〈
ま
こ
と
〉
か
ら
の
贈
り
物
、

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
と
し
て
捉
え
て
お
く
の
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

（
二
八
）
昭
和
八
年
（
賢
治
三
七
歳
）
九
月
、
永
眠
す
る
一
〇
日
前
、
「
慢
」
・
「
私
の
か

う
い
ふ
惨
め
な
失
敗
」
・
「
自
分
の
築
い
て
ゐ
た
蜃
気
楼
」
（
昭
和
八
・
九
・
一
一
、

柳
原
宛
書
簡
四
八
八
、
五
九
七
頁
）
と
い
う
賢
治
の
痛
ま
し
い
自
己
総
括
に
も
、
賢

治
の
〈
誠
実
〉
が
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
下
根
の
凡
夫
」
（
『
歎
異
抄
』
第
一
二
節
）

の
自
覚
の
中
に
、
生
ず
る
迷
見
と
戦
い
な
が
ら
弥
陀
の
「
信
」
を
生
き
て
い
た
三
〇

代
半
ば
の
暁
烏
敏
に
み
る
べ
き
も
、
熱
い
〈
誠
実
〉
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
若
き

暁
烏
敏
（
『
歎
異
抄
講
話
』
刊
行
時
、
三
五
歳
）
は
、
「
傲
慢
な
、
横
着
な
、
名
誉
心

の
強
い
、
し
よ
う
の
な
い
男
」（
『
歎
異
抄
講
話
』
「
序
」
六
頁
）、
内
な
る
「
迷
倒

の
見
」（
同
上
、
二
八
八
頁
）
、
「
信
後
」
の
疑
い
（
同
上
、
三
四
三
頁
）
、
を
つ
よ
く

自
覚
す
る
人
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
「
下
根
の
凡
夫
」
た
る
自
覚
こ
そ
が
若
き

暁
烏
敏
の
信
仰
の
起
点
（
＝
基
点
）
で
あ
っ
た
。 

（
以
上
） 


